
2024年 10月 2日(水) 

 

１．機関会議等 

 9月10日(火) 第2回 常務理事会 

【議決事項】  

第 1号議案 2025 年度会費決定の件 

第 2号議案 就業規則一部改定の件 

第 3 号議案  「職場におけるハラスメントの防止の関する規定」設定の件 

第 4 号議案  専決事項承認の件 

         （1）「とちぎ食と農業アクションプリジェクト推進協議会」(県農政課)委員推薦の件 

         （2）「宇都宮市中央卸売市場運営協議会」（市経済部）委員推薦の件 

         （3）「とちぎコープフェスタマイうつのみや 2024」後援の件 

 第 5号議案 「とちぎ農政審議会」(県農政部)役員推薦の件 

 第 6号議案 「生活クラブでんき学習講演会～持続可能な脱炭素社会への移行～」 

後援承認の件 

 第 7号議案  第 3回定例理事会(10/08)附議議案承認の件 

 第 8号議案 「高等教育費や奨学金返済の負担軽減のため、公的負担の大幅拡充を求めます！」 

        賛同団体登録承認の件 

【協議事項】 

（1） ハラスメント防止関連法の対応について  

（2） 「ながら見守りサポート企業」(県生活文化スポーツ部)県連登録の方向確認及び、

会員の積極的な参加呼びかけをします 

（3） 2025国際協同組合年に向けた本県の取り組みについて 

（4） くらし安全安心課との意見交換会、懇親会の振り返り(各自口頭交流) 

【報告事項】 

（1） 沖縄戦跡視察研修状況(日程表・参加者名簿) 

（2） 月度の定例報告及び決算報告 

・消費者カレッジ進行状況 

・530project取り組み状況報告 

（3） 会員状況の口頭交流 

   

 

 9月9日(月) 第2回 くらし部会 

 9 月 30 日開催予定の「くらし部会学習会」について、個人ワークについての最終確認を行

いました。 

 併せて「第 19 回うつのみや食育フェア」の各生協の展示テーマの確認を行いました。会場

や当日の流れについては、17 日に行われる出展者説明会の後、各生協宛に情報提供すること

を確認しました。 

 

 

 

 

2024 年 ９月度 栃木県生協連 定例報告 



 

 9月30日(月) 2024年度 くらし部会学習会 ＜参加者30名＞ 

    ■演題：地球を侵すプラスチック 

    ■講師：共同通信社編集委員兼論説委員 井田 徹治 氏 

     環境問題の学習会として、世界各国で環境破壊や貧困の現

場などの取材、報告をしている共同通信社編集委員兼論説委

員の井田徹治氏を講師に、「プラスチック学習会」を開催しま

した。 

    プラスチックごみ汚染の世界の現状や人体への影響、日本国

内のプラスチック問題について、欧米の拡大生産者責任の考

えと比較して、リディース・リユースが遅れている日本の現状などを法律・条約などの情報

を交えて講演を頂きました。 

     講義後は、講演の感想や現在自分が取り組んでいることについて、改めて見直しを行い、

今後の自身の行動計画などを個人ワーク形式で実施しました。 

   

 

２．行政関連 

 9月6日(金) 第1回 栃木県プラスチック資源循環推進協議会 

プラスチック資源循環の推進に向け、学識経験者、製造等事業者団体、消費者団体、行政機

関等が構成委員となり協議会が開催されました。栃木県より、プラスチック資源循環施策の全

体像、県が目指す資源循環の方向性、国の動向や製造事業者向けアンケートの結果、ごみ拾い

キャンペーンの新事業等、実施してきた取り組みについて報告と説明がありました。また、来

年度に向けて各取り組みの方向性の確認と課題や問題点について意見交換を行いました。 

 

 9月18日(水) 第1回栃木県次期プラン策定懇談会  

2025 年度までの現プランに続く 2026 年度からの 5 か年計画「栃木県次期ブラン」の策定

懇談会が開催され、県内市町の首長、学識者、各団体から 38 名の委員が出席しました。 
現プラン「とちぎ未来創造プラン及びとちぎ創成 15 戦略(第二期)」の現状評価や、県民意

向調査(R６年５～７月実施)等の結果、また、見えてきた時代の潮流ととちぎの課題を踏まえ、

意見交換が行われました。 

  
下野新聞 2024.09.19 朝刊より 

 

 9月18日(水) とちぎの元気な森づくり県民会議企画員会議 

森に親しむ活動等の実施内容について報告、意見交流が行われました。報告では県民税の周 

知取り組みとして、10月～11月の間にコンビニエンスストアの大画面を用いた動画配信を実 

施すること、それに合わせて各地でポスター・チラシによる周知を行う旨の報告と、木工工作 

コンクール開催の報告がされました。「とちぎの元気な森づくり県民税」の若者への周知が 

3割程度であることから、認知度を高める手段などについての意見交流がされました。 

 



 ３．防災 

 9月1日(日) 栃木県・矢板市総合防災訓練 

台風 10 号の影響を考慮し、8月 28日（水）に開催中止が決定されました。 

 

 9月20日(金) コラボレーション・フェアにおける地域防災セッション 

     宇都宮大学地域デザインセンターの地域防災部門の主催で開催されました。災害報告では、 

東日本大震災時の流通や2019年の台風浸水被害、2010年の那須水害などの事例報告があり、報 

告を基に、民間組織と大学が地域防災について出来ることなどについて、パネルディスカッシ 

ョンが行われました。 

 

 

４．その他 

 9月2日(月) 栃木県協同組合連絡会 学習会 

2025年国際協同組合年（IYC2025）に向けての学習会をＪＡ栃木中央会ビルで開催しました。

当日はWEB参加も含め31名の連絡会委員と附属団体からの参加があり、JCAの小島連携マネージ

ャーを講師に、2012年度の国際協同組合年についての活動報告や、国際協同組合年が2度目の

開催となる意味、他県の活動状況などについてご説明を頂きました。学習会の内容を各組織に

持ち帰り、次回の事務局会でIYC2025の開催内容の打合せに入ります。 

 

 9月20日(金)～21日(土) 日本生協連中央地連 県連活動交流会  

報告・内容など  

「誰もが安心してくらせる持続可能な地域コミュニティの再生に向けて」 広島県生協連 /

「県連の役割りと取り組みについて」茨城県生協連 奈良県生協連 /「ＩＹＣ2025の取り組

みについて」日本協同組合連携機構 福島県生協連 神奈川県生協連 三重県生協連 鹿児島

県生協連 /災害支援団体との平時のつながりの作り方をテーマにグループ交流 /県連体制同

規模でのグループ交流 

 

 9月24日(火) 日本生協連中央地連 県連活動推進会議 運営委員会 

全体概況報告からは、8月度概況報告とコープ共済連進捗報告、運営・組織関係からは、 

2024年度全国生協組合員意識調査の速報版について、全国生協の温室効果ガス削減目標の引き 

上げと公表について、令和6年（2024年）能登半島地震の支援活動について、2024ピースアク 

ションｉｎヒロシマ・ナガサキ開催報告、ピースアクションｉｎオキナワ～第42回沖縄戦跡・ 

基地めぐり～の開催、「生協法改正要望検討委員会」の設置と委員会規則の制定について、 

2025国際協同組合年全国実行委員会での検討状況について、事業関連からは、2024年度経営セ 

ミナーについての報告が、管理関連から、賀川基金寄附 デジタルアーカイブス構築事業の進 

捗と寄附金の利用用途について、その他の報告がありました。 

 

 9月25日(水) 2025国際協同組合年(IYC2025)第1回 検討会（協同組合連絡会） 

栃木中央会ビルで連絡会会員の事務局が集まり、10月に予定している実行委員会立ち上げに

向け、規約や役員案、IYC2025の取り組みについて、話し合いを行いました。 

規約や役員案については確認、実行委員会への提案としましたが、栃木協同組合連絡会の取

り組みについては様々な意見が出され、後日、第2回検討会を開催することとなりました。 

 

 

 



 9月28日(土) ひきこもりVOICE STATION 全国キャラバン㏌栃木 

 毎年、厚生労働省が中心となって全国各地で行っている「ひきこもりVOICE STATION全国キ

ャラバン」が、今年度は栃木県で開催されました。第一部では、栃木県内の引きこもり現状報

告の他、NPO法人キーデザイン代表理事の土橋さんがモデレーターとなり、県内の各所にて支

援等を行っているパネラーの方々とパネルディスカッションが行われました。支援者の声だけ

でなく、当事者の声も聴くことが出来、ひきこもりについての理解が深まりました。 

 

 

 

 

 

 
１． とちぎ食の安全ネットワーク 

 9月 12 日(木) とちぎ食の安全ネットワーク 2024 年度第 2回学習会 ＜参加者 50名＞ 

■演題：食と農・都市と農村の関係から見た  

新基本法改正の課題 

■講師：宇都宮大学農学部 農業経済学科 

         教授 西山 未真 氏 

 今年 6月に約 25年ぶりに改正となった「食料・農業・農

村基本法」を基に、基本法の課題を考える場として、宇

都宮大学教授の西山先生にご講演を頂きました。 
約 20 年間の食と農を取り巻く状況変化、現行基本法

改正の中間とりまとめ、食と農の関係を取り巻く論点、食と農の関係から都市と農村の

自足的な関係などのお話しから、現行基本法改正に対する必要な視点についてご講演を

頂きました。 
 

 

２．とちぎ消費者ネットワーク 

 9月 3日(火) 第 3回とちぎ消費者ネットワーク 幹事会 

1.  学習会：高齢者とスマホアンケートの集計結果について 

講師：伊藤 幹事 

2. とちぎ消費者ネットワーク学習会（消費者問題学習会）について 

3. とちぎ消費者カレッジ 進捗状況 

4. 各参加団体からの活動報告、との他参考資料 

 

 2024 度 9月 とちぎ消費者カレッジ開催報告 

 

 

 

 

 

 

開催日・開催校 講師 演題 人数 

9 月 17 日(火)  栃木県立 

宇都宮中央高等学校 

小菅・島薗法律事務所 

弁護士 島薗 佐紀 氏 

知って防ごう！消費者トラブル  39 名  

9 月 26 日(木) 

那須看護専門学校 

栃木県在住消費生活アドバ

イザー連絡協議会 

会長 伊藤 延子 氏 

賢い消費者になろう！  

～契約とさまざまな契約トラブル～ 

20 名 

ネットワーク活動 



栃木県生協連 2024 年 10 月度、11 月度の活動予定 
2024年 10月 2日(水) 

 

   栃木県生活協同組合連合会 

 

 

2024年 10月度予定 

1 日 (火) ＭＣＡ無線訓練 

3 日 (水) 第 4回 とちぎ食の安全ネットワーク世話人会 

生協総研 現役世代の孤独孤立（オンデマンド） 

6 日 (日) 第 19回 うつのみや食育フェア 

7 日 (月) 消費者カレッジ（県立宇都宮中央高等学校） 

8 日 (火) 第 3回 定例理事会 

9 日 (水) 2025国際協同組合年検討会（栃木協同組合連絡会） 

17 日 (木) 消費者カレッジ（作新学院大学/スポーツマネジメント・経営） 

2024年度 食品安全セミナー 

21 日 (月) 地域生協部会 

22 日 (火) 2025国際協同組合年実行委員会 

23 日 (水) ＪＣＡ連携ガイドブック作成 ヒアリング 

消費者カレッジ（作新学院大学/とちぎ学） 

25 日 (金) 日生協 関東甲信越行政生協関係者連絡会 

29 日 (火) 消費者カレッジ（県立小山北桜高等学校） 

宇都宮市消費生活講演会 

    

2024年 11月度予定 

5 日 (火) 消費者カレッジ(作新学院高等学校) 

第 4回とちぎ消費者ネットワーク幹事会 

8 日 (金) 栃木県と包括連携協定締結企業との情報交換会 

11 日 (月) 第 3回 くらし部会 

12 日 (火) 第 3回 常務理事会 

14 日 (木) ～16日（土）沖縄戦跡視察研修 

16 日 (土) 消費者金融カレッジ（宇都宮短期大学附属高等学校） 

18 日 (月) 消費者カレッジ（作新学院大学女子短期大学） 

20 日 (水) 消費者カレッジ（國學院栃木高等学校） 

23 日 (土) よつ葉生協 ふれあいまつり 

24 日 (日) とちぎコープフェスタ㏌うつのみや 2024 

26 日 (火) 日本生協連 中央地連運営会議 県連活動推進会議 

30 日 (土) 生協総研研究集会「地域からつむぐ協同組合」 

    


